








































Awareness of Ethical Consumerism among the Young Generation
and its Effect on Purchasing Behavior
Izumi KADO and Rei GUSHIKEN
ABSTRACT
This study compares the results of attitude surveys, targeting young people in Germany and Ja-
pan, relating to awareness of ethical consumerism, priorities and standards of product selection, etc.,
and considers the effect that understanding and awareness of ethical consumerism attained through
education have on consumer behavior. In order for consumers to play a proactive role in solving so-
cietal issues and regional problems, it is necessary that they be self-aware regarding the impact of
their own behavior. So that ethical consumerism can permeate everyday life and regional society,
there is a critical need to implement education from a multifaceted perspective regarding age, living
environment, etc., and to create consumers who have a sense of civic consciousness.
KEYWORDS : Ethical consumerism, Standards of product selection, Consumer education, Contribution to
society
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ドイツ 日本 ドイツ 日本
1位 鮮度 価格 価格 使いやすさ
2位 味 鮮度 使いやすさ 価格
3位 価格 味 原材料 安全性
4位 労働者・生産者や自然環境への配慮 流行やクチコミ 安全性
商品やパッケージの
デザイン







































































































































 自分を飾るより → 自分を賢くするためにお金を使う
 ただ安く買うより → 地域が潤うようにお金を使う
 モノを手に入れるより → 絆を強めるためにお金を使う
 有名企業でなくても → 信頼できる企業から買う
 消費するだけでなく → 自ら創造する人になる
図6 倫理的消費の実践と消費者市民社会への参画
加渡いづみ・具志堅れい
― １６ ―
「Spend shift」の日本語版のサブタイトルは，
「＜希望＞をもたらす消費」とつけられているが，
それはまさに倫理的消費が社会と未来に希望をもた
らすことを示しており，その結果として消費者市民
社会の構築と持続可能な社会発展が実現する。今や
消費者教育は，自分にとって適正でより良い選択を
行い，生活環境に適応する能力を備えたバイマンシ
ップの育成から，経済的投票権を行使し社会的意思
決定能力とシチズンシップを備えた消費者を育てる
教育へと視野と役割が拡大している。
消費者教育推進法の第2条2項で定義されている
「消費者市民社会」は，環境・経済・社会のバラン
スを取りながら，将来世代ニーズを損なうことなく
現在世代のニーズを満たすことを目指す「持続可能
な社会」とほぼ同じ概念と考えられる。そして，そ
の実現のためには，消費者が次の力を身につけるこ
とが求められる。つまり，商品やサービスの持つ背
景やストーリーを想像する力，「自分のため」から
「社会のため」へとシフトした消費行動に共感し実
践する力，消費行動を通して社会課題の解決に参画
する力である。これらの力を醸成するための教育
は，「消費者市民教育」と位置づけられるものであ
り，消費者の意思決定が社会生活の発展の方向性を
決定することの責任を自覚し，課題解決のためのプ
ロセスや価値観を共有することが重要となる。
（3）倫理的消費の普及と若者への消費者教育
まず，倫理的消費の認知度や実践について，ドイ
ツと日本の若者との比較で差が生じた要因の一つ
は，家庭や学校での幼少期からの教育にあると考え
ている。日本の若者について，学習前調査で「小学
校から今までに消費者教育を受けたことがあるか」
について質問をしたところ，約4割が「受けたこと
がない」と回答した。（表5）
設問分に，あえて消費者教育の例を挙げなかった
こともあり，これまでの学習の中で何が消費者教育
なのか認識できていないことに加えて，学習した内
容の定着が不十分であることが明らかになった。
しかしながら，倫理的消費に関する分野について
は，若者は感受性や受容性が高く，学習開始から4
ケ月で学んだことを実践に移している。さらには，
自分が実践するだけではなく，友人など周囲への情
報発信により共感を広げるスピードも速く，倫理的
消費は自分にとっても社会や環境にとっても有用で
あるという意識の醸成が，今後の倫理的消費の普及
の強い推進力になると考える。
そのためには，幼少期から体系的に倫理的消費に
ついて学び，共感し，実践するためのカリキュラム
ツリーやプログラムが必要である。加えて，倫理的
消費の理解の深化のためには，他分野の消費者教育
よりもさらに議論による共感の拡大が不可欠とな
る。ただ，関連する分野や事例が多岐にわたること
から，様々な視点や科目からのアプローチが可能
で，日常生活の様々な場面から倫理的消費を考える
機会を提供し，自分の満足だけではなく「誰かのた
めに，どこかのために，未来のために」行動する消
費者の育成を目指さなければならない。
また，若者が商品選択の基準に倫理的消費の視点
を加えた後，それが持続定着するためには，倫理的
消費に「おしゃれ感」「映え」「楽しい」「かっこい
い」という付加価値を感じられることも重要であ
る。若者の間では，おしゃれなもの，たのしいもの，
あなたは小学校から今までに消費者教育を受けたことがあるか
今までに消費者教育を受けたことがあり，内容も覚えている 6．5％
今までに消費者教育を受けたことがあると思うが，内容は覚えていない 54．2％
今までに消費者教育を受けたことはない 39．3％
表5 消費者教育受けたことについての認識（「消費者市民社会」学習前調査）
若い世代の倫理的消費に対する認知が購買行動におよぼす影響
― １７ ―
他者に自慢したいものは，SNSを通して瞬く間に
拡散していく。倫理的消費がその拡散の対象となる
ことができれば，若者が発信源となった倫理的消費
が他の世代に普及する可能性は高い。
4．今後に向けて
今回の調査では，「消費者市民社会」の履修者を
対象に，学習前後での商品選択基準の変化について
品目別に比較した。調査結果から，学習により倫理
的消費に関する認知や理解が深化することで，消費
者の商品選択の視点に社会貢献や環境保全，人権等
の視点が加わり，重要と考える項目の順位に変化が
生まれた。しかし，この変化や商品選択の視点がど
の程度持続するのかについて検証するためには，今
後追跡調査の必要がある。さらには，倫理的消費に
関する教育と商品選択基準の変化について調査の対
象世代を拡大し，ライフステージに応じた「消費者
市民教育」や倫理的消費の実践について，「つくる」
側と「使う」側の連携モデルの構築にも取り組みた
いと考えている。
また，倫理的消費の認知度向上には，画一的な価
値観や情報の押し付けではなく，個性やライフスタ
イルに応じた自由で多面的な視点が不可欠である。
今回は「消費者市民社会」という消費者教育に直結
した科目を利用しての影響を調査したが，若者にお
ける倫理的消費の認知度向上という点では，金融経
済や労働問題，国際交流，ボランティア活動，アニ
マルライツなどからのアプローチも有効である。
幼少期から体系的に倫理的消費について学び，共
感し，実践するためのカリキュラムツリーやプログ
ラムの開発については，今後の課題として研究を持
続したい。
注
1）「倫理的消費」調査研究会取りまとめ～あなたの消
費が未来を変える～平成29年4月
2）「『倫理的消費（エシカル消費）』に関する意識調査」
2016年12月「倫理的消費」調査研究会
3）徳島県における「倫理的消費（エシカル消費）」に
関する消費者意識調査 2018年2月
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